




















　昨年度にひきつづき 3 つの課題につき研究を行っている。各課題毎に本年度

の研究の概要を報告する。

A　代謝異常マススクリーニングの実施

　研究協力者は北海道松田一郎,東北地区荒川雅男,関東地区成瀬浩および北川

照男,中部地区岡田喜篤,関西地区大浦敏明,中国地区有馬正高,九州地区山下文

雄であり,各地区においてマススクリーニングを実施した。対象疾患はフェニ

ールケトン尿症,ガラクトース血症,メイプルシロップ尿症,ヒスチヂン血症,ホ

モシスチン尿症,チロジン血症で,これらについて技術的検討を行うことを主目

的とし,併せて各地区ごとにできるだけ多数の新生児の検査を行うこととした。


